
＜アクセル・デルベ氏 欧米の富裕層をターゲットにするにあたり知っておきたい彼らの消費動向＞ 

 

 

 

 

デルベ アクセルと申します。まずは自己紹介をします。 



 

 

もともとは IT エンジニアとしてキャリアをスタートして、2002 年に旅行業界でキャリアをスタートして、色々な国に行きました。 

そして、2008 年から日本に移住してツアーリーダーとして働き始めて、2014 年から自分のビジネスをスタートして、4 ヶ月前に八

丈島に移住しました。 

 

 

 

2014 年に eyexplore の仕事を始めたのですが、これは海外からの旅行者に街を歩きながら写真の撮り方を教えるという会社で

す。 

 



 

 

例えば、舞妓さんの写真の撮り方を学ぶフォトワークショップがあります。 

 

 

 

東京の写真の撮り方を YouTube のチャンネルで案内しています。 

 



 

 

そして 2015 年に主にフランス人旅行者をターゲットに Cocolo Travel 合同会社を作りました。 

 

 

 

コロナ前でうまくいって、合わせて 500 人ぐらいに日本の旅行を提供しました。 

 



 

 

今はコロナもあって、少し厳しい状況にあります。 

 

 

 



 

 

コロナが始まってから、日本の製品を海外のお客さんに紹介する E コマースの新しい企業をスタートしました。 

 

 

 

例えば、浅草の提灯を販売しています。 

 



 

 

あとは最近流行っている日本の代表的な物を販売しています。 

 

 

 

そして 2021 年から、映像などのメディアコンテンツを制作するサービスを提供しています。 



 

 

例えば、リコーというカメラメーカーのために YouTube のコンテンツを作っています。 

 

 

 

こちらは広島県上下町のプロモーションビデオです。 



 

 

次は日本人旅行者とフランス人旅行者の旅行習慣の違いについて見ていきます。 

 

 

 

フランス人は、コロナ前だと一回の旅行期間が平均で約 2 週間と長いです。そして、フランスはヨーロッパに位置しているので、スペ

インやイタリアに行くのも車で 3 時間ぐらいなので、年に 2〜3 回ぐらい海外旅行に行きます。あとはだいぶ前から、フランスの旅行

者がアフリカや東南アジアによく行っていたので、海外に行く習慣が強いです。 

 

そして、一つの場所に長く滞在するのが好きです。私の日本人のお友だちが去年ヨーロッパに行ったというので、どこに行ったかと聞

いてみると、パリ 2 泊、ロンドン 2 泊、アムステルダム 2 泊というので、それはありえない速さだと思いました。 

 

 



フランス人は日本に来て、深く長く味わいます。そして、フランス人旅行者は一人で旅行したい人が多いです。グループや団体旅行

に入り込むというタイプではなく、自分のペースで何でもやりたいと思っています。 

 

 

それはたぶん、フランス人は他の旅行者と自分の経験をシェアしたくないからです。他の旅行者を見たくない、会いたくないという気

持ちがあって、その国の現地の人とだけ交流するという旅行スタイルが好きです。もし、他の旅行者がいたら、フランス人の旅行者は

反対側に行きます。 

 

 

 

フランス人旅行者は現地の人にすごく興味があって、何でも日本人と同じようにしたいと思っています。例えば、畳で寝たい、日本

食を食べたい、日本の文化を学びたいというように、できるだけ現地の人と同じような生活を味わおうとします。 

 



 

 

実現は難しいと思うんですけど、フランス人旅行者は自由な旅をしたいと思っています。もちろん、日本に来る前にも色々調べて、

行きたい場所や食べたい物があるんですけど、それよりももっと素晴らしいことがあったら、フランス人はそっちに行きます。 

 

私がガイドをしていた頃に一番思い出す体験があるのですが、私が同行していたフランス人が、日本人のおじいさんに突然話しか

けたんです。そしたら、おじいさんが片言でレッツゴー居酒屋って言って。その後スケジュールがあったのに、フランス人の旅行者はおじ

いさんが好きなので居酒屋に行きましょうと言ってついていってしまったんです。 

 

それで、旅行が終わってから 2 週間の中で一番の思い出は何ですか？と尋ねたら、おじいさんと居酒屋でビールを飲むという経験

が一番いい印象だったそうです。 

 

 

コロナの影響が大きくて、2020 年 3 月から 2021 年 8 月までほとんど問い合わせがありませんでした。しかし、今年の 9 月からお

客さんが戻ってきました。それは、ヨーロッパで夏にコロナが落ち着いたと思っている方が多かったからかなと思います。ただ、ここ最近、

またヨーロッパで感染者が増えてオミクロンの影響もあったので、今週は全部なくなってしまいました。 



 

 

 

フランス人のお客さんが一番気になっているのが、観光客として入国できるのかどうかです。 

二つ目は入国するときに何が必要か、検査いるのか、特別な書類がいるのかどうかです。 

三つ目は現在営業していない観光地があるかどうかです。人気があるジブリ美術館は、コロナで休業かどうかよく質問がありました。 

 

 

 

今までの依頼を見ても、コロナ前とコロナ後で、フランス人のお客さんが日本で何をしたいかはそんなに変わらないです。富士山を見

たいとか、東京に行きたいとか、京都の芸者さんと会いたいとか、日本のラーメンで美味しい物が食べたい、相撲を観たいなど、たく

さんあります。 



 

 

でも、コロナがあったから、フランス人の旅行スタイルにも変化があるかもしれません。コロナ前は平均滞在期間が 11 日〜13 日ぐ

らいだったのが、現在では 12 日〜15 日を希望される方が増えています。先ほどロバートさんが言っていたように、アメリカやイギリス

と同じで 3 週間や 4 週間、長くて 1 ヶ月滞在したいという人も増えています。それは、富裕層だけではなく、普通のお客さんも同じ

傾向です。 

 

日本に 1 ヶ月滞在するためにはお金が必要なので、お金がそこまでないという方に向けて違う旅行スタイルも考えています。 

 

 

 

これらの変化に対する私の考えるアイデアをご紹介します。 

 



 

 

 

 

一番のお金の問題です。 

 



 

 

 

 

それを解決するために、普通のホテルや新幹線の代わりに車中泊ができる RV 車を使った車旅を始めようとしています。既にやって

いる日本の会社もあるのですが、日本に住んでいる日本人や外国人向けです。 

 

 



 

 

あとは、最近はバイクで旅行をしたいお客さんです。それは個人も団体も両方います。まだ日本では知られていない旅行スタイルで

すが、東南アジアやアフリカやモンゴルでやっている会社がたくさんあります。 

日本の道路は広くて綺麗なので、こういった旅行スタイルのチャンスもあると思っています。 

 

 

 

もう一つの違う旅行スタイルが、無人島で過ごしたいお客さんに向けたサービスです。今、画面にURLを載せているDocastaway

という会社は、主に東南アジアとバリ島でやっている会社で、富裕層向けのお客さんにも呼びかけています。 

 

本当に誰もいない無人島に 1 週間ぐらい滞在するプランもあります。これも日本でできることだと思います。 



 

 

二番の問題がコロナバテです。 

 

 

 

コロナが流行っているから人混みを避けたい。厳しい制限を避けたいという傾向があります。 

 



 

 

それに対して、普通の大きなホテルよりも小さなコテージや古民家を使う予定でいます。Airbnb さんを見ていても、最近はそのよう

な傾向があります。 

 

 

 

あとは私が日本で一番好きなところなのですが、千葉県にある農業を体験できる所で、コロナの前からも利用していたのですが、こ

れからももっと利用すると思います。 



 

 

これは瀬戸内の古民家の動画です。こちらもコロナ後にたくさん使っていこうと思います。 

 

 

 

こちらは Alex Kerr という非常に有名な方が作った古民家なのですが、彼の動画で大概の旅行者は日本で意味のある旅行をし

たいと思っている。こういう場所に泊まると日本の味がわかって、日本の伝統的な風景が満喫できると思うので、これからも使いたい

と思います。 

http://chiiori.org/というウェブサイトなので、ぜひご覧ください。古民家以外も色々なプロジェクトがあるので、他のプロジェクトも

使う予定です。 

http://chiiori.org/


 

 

以上です。 

 

−ありがとうございました。私の方から 2〜3 質問させてください。日本人が持っている旅行感、例えば目立つ所に行ったり、行った

先を自慢したいという気持ちがあったりするのですが、フランスの人の自分だけの旅をしたいという感覚や偶然の出会いやハプニング、

つまり予定じゃないことで素敵な出会いがあるというところは、すごくボヤージュという感じですね。一方で日本の旅行を提供する側

から考えると予定外のことが起こることへの対処の難しさも感じます。まとまって人が入ってくれた方が経済合理性が上がって儲かる

みたいな考えがあるので、フランスの方を相手にしようと思うと、日本の旅行会社は、考え方を変えないといけないのかなと思います。

その辺りはアクセルさんから見られてどうですか？− 

 

アクセル氏：それはお客さんの文化を理解しないといけないと思うので、すごく難しいと思います。なので、日本の旅行会社さんがフ

ランス人を少なくとも一人は雇ってください。 

 

–やはりその国の文化や育ち方を理解しているかどうかがまずは大事ということですねー 

 

アクセル氏：はい、幼い頃からその文化にいないと、理解するのは難しいです。 

 

―裏を返すとそこを理解してしまえば、日本には古くていいものだったり、喜んでもらえるものはいっぱいあるということでしょうか？― 

 

アクセル氏：そうですね。 

 

―ぜひアクセルさんみたいな方に、今後も活躍していただきたいなと思います。そして、視聴者の方からロバートさんにも質問が入っ

ています。イギリスでは 3 週間から 1 ヶ月ぐらいの旅行が増えているということですが、1 ヶ月旅行となるとアクセルさんがおっしゃって

いたように、一つの場所に長く滞在するのか、二日ごとに違う所に行くのか、どういうパターンがあるのか教えてください。 

 

 

 

 



ロバート氏：人によるとは思うんですけど、一ヶ月あるのだったら 2 日ごとに色々な所に行くということは少ないと思います。たぶん一

ヶ月でゆっくりして、二日間だけ別の地域に行きますとなると、日本人の生活がどうなっているのか、その国に何があるのかというディ

ープな旅行ができないんです。3 日とか 4 日でもいいから、その地域や街にいて、色々な人に会ったり体験をしたりして、意味のあ

るディープな旅行をしたいお客さんが多いと思います。 

 

どこに行くは、もちろん初めてくるお客さんはゴールデンルートに行きたいという人がもちろん多いと思うんです。東京、京都、広島、

大阪、もちろんそれもあるけれど、ゴールデンルートを少なめにして、自分では調べられない所に行きたいという人も多いです。 

 

もちろん季節的なこともありますが、ハイキングできる、サイクリングできる、カヌーもできるといった地域ごとのバラエティに富んだ体験

をしてもらうために、北海道から沖縄まで全国にお客さんを案内しています。北海道の文化、四国の文化、九州の文化という違い

を知りたい人もいるので、その一ヶ月の中でバラエティが大事だと思います。 

 

つまり、バラエティ、ゴールデンルート少なめ、ゴールデンルート以外の場所を意味のある旅行ができるようにもう少し長くディープに過

ごすということです。 

 

―とてもわかりやすかったです。アクセルさんの話にあったように、旅って自由なものだし、自分が知りたい所、行きたい所に行くものな

ので、何か効率的に巡れるコースを買ってくださいと押し付けるものではないと思います。会話をしながら作ってらっしゃるのかなと思

うのですが、ロバートさんはその辺りどうですか？― 

 

ロバート氏：そうですね。たぶんアクセルさんの話もフランス人だからというわけではないと思います。ただ、うちのガイドをやっているの

で、アクセルさんが言っていたように、最後にいい思い出あります？と聞くと、予約プランの通りに行った所はほとんど答えてくれない。

京都よかった、金閣寺よかったって全然答えてくれないです。 

この街、小さい街だったけど、いい人にも出会ったし、色々な話もできてここに来なければできない体験、できない話がやっとできまし

た、日本の文化も少しわかりました、という答えが多いんです。だから、プランだけではなくハプニングが結構いいということですね。 

 

―私たちもお二人の会社とよくやり取りをさせていただいているのですが、日本人の組むエクセルが 10 分ごとに移動が決まっていた

りで細かすぎるってよく言われるのでわかります。あと、1 日何もしない日があってもいいんじゃないのっていうこともアドバイスいただい

たことがあります。 

 


